機械工作1 学習指導案
１　単元名　機械材料とその加工性
２　単元について

 　 本単元では，機械材料の加工性や各種の工作法など機械工作に関する基礎的な知識や技術について理解させ，実際の現場において，実際に活用できる能力と態度を育てることがねらいである。

鋳造・溶接の分野は機械実習でも実体験をすることができ，生徒にとって分かりやすい内容である。
しかし，金属材料の分野は炭素鋼・合金鋼・鋳鉄・アルミニウム・ニッケルなど多くの種類があり，
それぞれの金属がもつ引張強さ・硬さ・粘さなどの機械的な性質や，温度・炭素量による金属組織の
変化を学ぶので，生徒にとっては複雑で，直接目に触れることができないこともあり理解することが
難しいと思われる。
そこで，指導に当たっては，導入の授業で身近な主な金属の具体例をディジタルコンテンツとして表示させることでイメージをつかめるようする。また，複雑で理解しづらい炭素鋼の状態図については，カラーで見やすく工夫したマルチメディア教材を作成，活用することで，金属材料に対する興味・関心を高め理解を深めることができると考える。
３　単元の目標
　　工業製品をつくる機械を構成する機械材料には，金属材料・非金属材料やそれらが組み合わされた複合材料，特別な性質をもつ機能性材料などがある。この単元では，主として金属材料の特性について，基礎的な諸性質をはじめとして，個々の材料を理解させることに力点をおき，機械材料が適材適所に有効かつ適切に選択・活用できるようにする。
４　単元の評価規準
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能・表現
	知識・理解

	主な金属材料に興味・関心をもち，その活用法を身に付けようとしている。
	主な金属材料の基本的性質を生かした活用法を考察し，適切に判断することができる。
	主な金属材料の基本的性質をワークシートにまとめることができる。
	主な金属材料の基本的性質に関する知識をもち，その適切な活用法を知っている。


５　指導計画（全36時間）
	指 導 内 容
	主な学習事項
	時配

	1　機械材料の性質と種類
2　炭素鋼
3　合金鋼
4　鋳鉄

5　非鉄金属材料

6　非金属材料

7　接着剤

8　機能性材料

9　複合材料


	機械材料のあらまし
機械材料の使用上望まれる性質
主な金属材料について
炭素鋼について
炭素鋼の種類と用途

炭素鋼の加工性

熱処理について
合金鋼の性質と種類
鋳鉄の組織と性質
アルミニウムとその合金
マグネシウムとその合金

銅とその合金

チタンとその合金

プラスチック，セラミックス

焼結合金，形状記憶合金

繊維強化プラスチック
	3時間
(1/36)

10時間
(2/36)

(3/36)

5時間
5時間
6時間
4時間
1時間
1時間

1時間


６　本時の学習指導

（1）　本時の目標（1/36）
ア　機械材料に望まれる性質を理解させる。
イ　おもな非鉄金属のうち，アルミニウム・ステンレス・チタン・銅などの性質・用途の違いについて理解させる。

（2）　授業展開例（1/36）　　（使用自作教材　機械工作1　～主な金属材料について～）
	段　階
	学　習　活　動
	指導上の留意点

	導入
（5分）
	・主な金属が，身近にどういうところに使われているかを考え，用途例をワークシートに記入する。
	・ワークシートが進まない場合には，いくつか金属材料の用途例を挙げる。


	展開
（40分）
	・主な金属のサンプル静止画を見ながら用途例とその特性をワークシートに記入する。

1 アルミニウム

2 ステンレス
3 チタン
4 銅

・ワークシートを使って，各金属の用途例および特性の違いをまとめる。
	・スクリーンに主な金属のサンプル静止画を映し出し，イメージをもたせる。
・一つ一つの静止画に対し，その特性などについて考えさせる。
・スライドを参考にさせながら，用途例および特性を整理させる。
【関心・意欲・態度】

	まとめ
（5分）
	本日の学習内容を確認しまとめる。
	身近なところに，金属の特性を生かした用途例があることを確認させ次時から，さらに詳しく学習していくことを知らせる。


（3）　本時の目標（2/36）　　

ア　鉄の種類と性質について理解させる。

イ　金属材料の中で重要な位置を占める炭素鋼の性質と分類について理解させる。

　　 ウ　炭素鋼の組織の違いについて理解させる。
（4）　授業展開例（2/36）　　　（使用自作教材　機械工作1　～炭素鋼について～）
	段　階
	学　習　活　動
	指導上の留意点

	導入
（5分）
	・前回の授業の復習をし，本日学習する炭素鋼とは何か，その概要について理解する。
	・炭素鋼とは鉄と炭素の合金であり，身の回りの鉄鋼はほとんど炭素鋼であることを説明する。


	展開

（40分）
	· 鉄が温度と炭素量によって変化することを理解する。

· 鉄の分類について，用途例を静止画で見ながらどういうものがあるか理解する。

・炭素鋼の種類と性質についてワークシートに記入しながらポイントをまとめる。
・炭素鋼の組織の違いについてFe-C系状態図を見て理解する。
・標準組織の場合のFe-C系状態図を理解する。
	・温度のみによる変化の仕方を説明する。
・炭素量のみによる変化の仕方を説明する。

・鉄の分類について，用途例を静止画で見せながらどういうものがあるか説明する。
・炭素鋼の種類と性質について，マルチメディア教材を用いて説明する。
・炭素鋼の組織ごとに色分けしたFe-C系状態図を見せて，その違いを分かりやすく説明する。

・炭素量と組織の量によってどのように変化するかをアニメーション効果を用いたスライドで説明する。
【知識・理解】

	まとめ

（5分）
	本日の学習内容を確認しまとめる。
	炭素鋼が温度と炭素量によって変化することを確認させ，状態図のポイントをおさえる。


（5）　本時の目標（3/36）　　
ア　熱処理について興味を持たせる。

イ　熱処理を行うことで，金属の組織が変化することを理解させる。

（6）　授業展開例（3/36）　　　（使用自作教材　機械工作1　～熱処理について～）
	段　階
	学　習　活　動
	指導上の留意点

	導入
（5分）
	・刀や包丁作りから熱処理に対して興味を持つ。
	・包丁作りの焼入れの動画を見せることで鍛造作業に興味を持たせる。

	展開

（40分）
	・熱処理とは何か，その概要について理解する。

1 焼なましについて理解する。

2 焼ならしについて理解する。

3 焼入れについて理解する。

・ワークシートを使って，焼なまし・焼ならし・焼入れのポイントを整理する。
4 焼戻しについて理解する。

・ワークシートを使って，焼戻しのポイントを整理する。
	・炭素鋼とは鉄と炭素の合金であり，身の回りの鉄鋼はほとんど炭素鋼であることを説明する。
・熱処理の3つの方法（焼なまし・焼ならし・焼入れ）について，ワークシートにまとめながら理解させる。

・温度と時間の違いによる結晶の変化の様子をアニメーション効果を用いたスライドで説明する。
・焼戻しについて説明する。
【知識・理解】

	まとめ

（5分）
	本日の学習内容を確認しまとめる。
	・熱処理の4つの方法によってそれぞれ性質が変化することをおさえる。


